






冊子テンプレート

A4 1P（210mm × 297mm )

学ϜηαρφΫϡϧένʖ活༽ͳͨఴʷ学生ͶϕϧηྙΝɼஏҮͶϕϧηͯ͵͗ΕΝʷ

ชܵชԿ学科 星野༠子
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;Δ͞とのとՐࢭ༻ਫΛ育ΉプϩδΣクト 

2024 年度の主な活動

①⑦タルీ൪ڸҴ（գڣ 300 ஊ ః̼ 100 ஊ） 2024 年 4 Ը ⊁ 日（日）

೮̈́ڡയࠟ（ࡖ分Ң̰の地ਮからࠟ۶യ˷付Ӎの約 50⏋の間） 参加のべ数 ⊁⊃ 名

②⑦タルЁ会 2024 年 5 Ը 25 日（ੈ） ࡖ分ܶ会所൞ Ӎඕの市民等 参加 約 200 名

③೮̈́ڡയࠟクリーン活動（⊒⊟⊑ ットクリーンー）  2024 年 12 Ը ⊁ 日（ੈ）

【യࠟクリーンチーム】 ʃੲਰҢ〈トリࢦ、౾多ඌઇ˾い ごみのܶܝ、分ఐ

【自ࢩϴҙࡈチーム】  ʃੲਰҢ〈ࡖ分Ң間のアキ、シラカシなどのފԌ木のݺ

参加人数 ⊃⊃ 名（⊒⊟⊑ ット、児童、一 4 名 県ЈԂ者、行政等）

④「森のプレーパーク」における「森の工作」コーナーの開催 （2 回）

参加のべ人数 ⊒⊟⊑ ットメンー 58 人   コーナー来客数 約 150 名

⑤10 年л講演会「人生ܞ 100 年時हの自ࢩとの付きいు」 2025 年 2 Ը ⊃ 日（日）

（十文字学園女子大学）⊒⊟⊑ ットメンー35 名 一 13 名 ԡ 48 名

⍭埼玉新のل܈があり、2025 年 2 Ը 25 日の新にԑـ

Ȓ新座Ё֟ボランティアイド協会育成研修（5 回）  2024 年 12≹14 12≹21

2025 年 1≹25 2≹8 2≹22 （十文字学園女子大学）  参加のべ人数 ⊁5 名

ȓにい⏮プラスカレッ⑃（Ѻ市民ࣣ大学）における講я （まちづくりコース）

⊃≹21 ⊒⊟⊑ ット̗山会長 10≹1⊃ ࢆ೬、ଲ中⑦タルɞ֫会

11≹16 チーム・キ⑮ロット、新座市Ё֟ボランティアイド協会

Ȕ10 作ࡕ年лリーフレットܞ

2014 年 2 Ըに「ふるさとのඌと೮̈́

⊒⊟⊑）യࠟを育␘会ڡ ット）」がࣅ

されました。2020 年には「ذの

ϴҙ大 ഃܦ」を受しました。

10 年となるܞ 2024 年ੇにはл

講演会が開催され、лリーフレット

のࡕ作も行いました。

Ζ͠ͳྚͳ野Ւࢯ༽ਭΝ育ϕϫζΥέφʤHUGϋρφʥ

児童教育学科 星野敦子
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4 Ըには೮̈́ڡയࠟで⑦タルのഢঠ

のీ൪会が開催され、たくさんの子ど

もたちでに⏦いました。

⊁ 年間⑦タルのీ൪をڰ行ٜ֕しな

がらԛइし、؇では⑦タルや˘となる

カ⑺ナが自生して、毎年 5 Ը̰ݚに

はたくさんの⑦タルがᘧしています。

講ڗに世 ⊁ 大ൢのークをࡁ૰し

た大山֟一さん、埼玉県における҉ࢆ

研Ѵの़一人者である金ᎆ ֟さん

（⊒⊟⊑ ットք）をおޓきしました。

プロ⑃ェクトの 10 年間のదみを̗山 

ഄ会長よりごޮͤいただきました。

自لࢽࢩをൖയしたリースづくりは、こど

もたちや親子連れに大人в！

とてもࢽਖな作品ができました。

ϗλϧ์ྲྀձ

�0प年ه೦ߨԋձ

森のプレーパーク
ίーφー࡞
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“̯άを一生のഅ⏸ちに”〈地域連携による̯ά教育〈

ԽֺͶΓΖஏҮชԿ活Կ

児童教育学科 ฯీཁ子ٳ

何を？

どこで？

誰が？

（敬称略）

⍁コン⑀ートラシと公˿記録⌱大学⑦ームページにԑـされた۬߹と動画⌲⍂

2025≸2≸⊃
ො֟市民文化⑆ン⑊ー 

⑀ン⑇⑵
動画はこちら⍯

⍁第 1 ⍂ ⍁第 2 ⍂2０２４．８．４
␍るさと߱ئЋ公˿
    動画はこちら⍯

・本学学生が地域連携による̯ά教育や、生Έ学ܪとしての̯ά活動のあり方を実践的に学ぶ。

。άのάПと指ృについて学ぶ。活動指の地域ʔ行について指者からෝをく࣋ࠛ・

・小学生〈大学生、۲ͥ人、プロの̯ά̼、大学教ߠ員、教育ʉ員ͥ、公共⑦ールߠ員の協により

コン⑀ートを開ةし、地域の方にさま⏮まなఘ成の̯άをীいていた⏸く。̯άのをたくさんیく。

・␍るさと߱ئЋ⑦ール⌱2024 年 ⊂ 月 4 日 コン⑀ート開ة⌲

・ො֟市民文化⑆ン⑊ー ⑀ン⑇⑵小⑦ール⌱2025 年 2 月 ⊃ 日 コン⑀ート開ة⌲

・十文字学園女子大学⌱コン⑀ートのЛ画ࡁ作、άП実щの⑺ークシ⑲ップ、⊘⊚⊙ ⊍⊬⊾⊿⊺⊽ हணによる公開ئל、

児教育学科インス⑊ーム主ةプレ⑇ンテーシ⑲ンへの̷ٴ ऒ⌲

市文化協ͥئ߱、市ئ߱、市教育ʉ員ͥئ߱・ ⍭2024 年 ⊂ 月公˿

・公˭نॶృ人ො֟市文化߰興公۲、ො֟市、ො֟市教育ʉ員ͥ  ⍭202⎠年２月公˿

・એ定˚ൖ活動ృ人文化活動の地域ʔ行ڛ˽ット⑺ーク⌱⊘⊚⊙ ⊍⊬⊾⊿⊺⊽⌲

і̠൛ؾ⌱マ⑵ンバ・छάП・ఘҶ⌲、ঢ়Լ太⌱クラ⑵ット⌲

・さくら̯άॶ⌱小学生から۲ͥ人まで̯άɞ̼֫が所ऄする市民άॶ⌲

・十文字学園女子大学「ண現活動⌱基ࢹ⌲・⌱応用⌲」൘ܢ者⌱児教育学科・心൛学科の学生⌲

・十文字学園女子大学 ѥ保ਲ⑇⑪⌱コン⑀ートのЛ画ࡁ作・出˿⌲、ࢆᯜ⑇⑪⌱ラシ⑁イン⌲

・公˿ス⑊ッフとして̷ٴした学生たち⌱児教育学科⌲ ・本学ࠛ࣋ά長⌱άПळ出し⌲

・␍るさと߱ئЋѨび⑀ン⑇⑵のௗऺщڗのさん、ৄ律ڗ、公˿ラシの⑁イー

・άПの࣋ృを指してくれたボランティのさん⌱山ਲɣ、木ࡍ人、ႁوԼિ⌲

・大学教ߠ員⌱児教育学科 ѥ保ਲ葉子・܍೮׆િ・山ᮀొ々子・ؽढ़ছڌ、学生ڛ˽課 ѥ保ഓ子

報⑁イン学科ߌ۲ͥ ड़ढ़ഒ一・ࢆᯜ基Ϣ、広報課 ՞一ސ、地域連携推進課のみなさん⌲

ऒにも、多くの方にご協力いた⏸きました！
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リードやマウスピースはどのように選べばいいの？

それぞれの楽器の持ち方、メンテナンスは？ 

息の使い方、姿勢は？自分に合った練習方法は？ 

複数の楽器で合わせるためには？ 

編成やメンバーに合った楽曲のアレンジとは？ 

良い音って何だろう。他にはどんな可能性があるのだろう。

【楽器を知るためのワークショップ】 

   木管楽器アルトサックス 
吹奏楽部＆調律師さんからトランペットを 

お借りして金管アンサンブルに挑戦

↑大学職員のご家族が熱心に指導 ヘンデル作曲「勝利をたたえる歌」

【部活動指導を地域に移行する利点や課題について学ぶ】 

【コンサートの様子】 表現活動（応用）クラスの学生による 

総合表現「かたくりの花」の発表 

独唱 青葉音乃花さん（3 年生） フルート 栗原希和さん（3 年生） 会場の皆様と一緒に「ラデツキー行進曲」 

「地域連携による音楽教育」を年間研究テーマに選んだ本学の学生と教職員は、公共ホールの協働主催者・教育委員会・アーティスト・

吹奏楽指導者・音楽愛好家との交流を通して、地域の方たちと連携することで音楽教育の可能性が広がることを学びました。学生一人

ひとりが、子どもたちが音楽に触れる機会を創造することができるように、これからも「音」「音楽」「アンサンブル」「音楽教育」の世界を

探究します。（児童教育学科 久保田葉子） 
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༣;Ν௪ͪ͢子ʹʀஏҮڋ所ࢩԋʖʰ͍͢Κͦڋ所ϋρφϭʖέʱ活ಊͳఴ㸫

ਕؔෳࢳ学科 野ܢ子
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৾ڠϕϧη͟ͺΞϕϫζΥέφ͖ΔஏҮๅ৶ʀި৶ʀͪ͜Ͷଁ߃݊

ӭ学科߃݊ ଞ༅子

єʪごはん

3 月ঝߣメ⑰ー
カマンガイ定ߣ

   

᷺Ḍᷜᶄᶟ᷺᷃Ḑ᷊ᷛ᷒ᷫᶟᲢ⇞⇜⇞⇜ ੇᶸᶺԼֵᶕᵿᶺᶞᶏᶱᶞڸߣᶛޣਮ᷂ᵲᶖ
κᶇᶖᵴᶻᲣਘᶟᲢ౾ΪΪߣࡐʂ̰ᲢΪߣᶞḄᷮḈᶕᵿᶺ᷂ᶘᵺᶇᶖᲢΪ
ढᶗঁʠ܇ࡐՍᶇᲢᶅᶹᶛᶟ౾ΪᶸᶺΪםᶛࠄൖയ۴ᶞԼֵࣳߣʯ੧ᶞΪߠᵺᶸᶣҡࡐ
ᶨᶞߣᶞߌషଷך᷂ߨᵴᲢঁʠܹಱᶞԼֵࣳࠄᶛУഝᶉᶻᶃᶘᶗᵲᶻᲣ

⇞⇜⇞⇠ ੇᶞᵺᶲᶚκᶛᶔᵴᶖషᶉᶻᲣ

ΪࡐᶴҡߠʯᵼΪߣᶞڸߣᶛतᶉᶻʍר᷂ۑᶱᶻᶏᶱᶛΪߣḄᷮḈᷖḖ़ᷩᷜᷫ ⇢ ॸ᷂ۢڞᶇᶏᲣ 

؇ͧᶟ᳇᷺Ḍᷜᶑᶳ᷃ ⇝⇜ лᶇᶖᶞᷳᷜᷪḄᷮḈᶘᶇᶖᲢ᳕᷂ش ⇝⇜ ᶓᶏḄᷮḈڊ᷂لߣගᶞ Ტ᳖

ᶓᶏḄᷮḈڊᲢൠʪ᷂ٴࠇ௮ᶫᵶᶼࣦ᷃Ტټᶞએئ᳕߱ Ტ᳖᳕ ଜ᷂᷇Ḅᷛᶇᶏ᷾Ḓ᳖᷇ᷫᷜ᷇ᷧᶞ ⇟ ᶔᶞ  

ᷩḁᶗఫܶᶇᲢ⇞⇝ ḄᷮḈᶞ̔ఫᵼᵲᶓᶏᲣΪߣ˕˚ᶞᷓḍḖᷲ᷉ᷜφ۲ͥېഫᶘ᷺Ḑ᷊ᷛ᷒ᷫҡʯᶞ

ᶛᶸᶺᲢΘᷩḁᶸᶺ؞߭ ⇝ ḄᷮḈᶊᶔ᷂ࢠᶣᲢ⇝ Ը ⇞⇟Ტ⇞⇠ ૈᶛਃҍᶇᶏᲣ

᷺Ḍᷜᶑᶳ᷂᷃ᷩḁᶛᶇᶏᶃᶘᶗΪࡐᶞЈ߮ᶟרᵿᲢૈᶘᶲᶫᶬϠᶘᶚᶓᶏᲣ

îの１ 学ߣťŏũーķŷŊスŌ

(プラスちゃん 10 (を記してش

2022 年度に学ߣメ⑰ーコンテストで応ఫのあった定ߣメ⑰ー

をもとに、「おいしくߣ␑ようԼֵメ⑰ー」というൽ൛レシ集を作成

した。2023 年度よりԼֲづくり協研究所主ةの「シԼֵ教ۜ」

яל年齢者にこのレシ集をଅし、⑪ר・者の近隣地域の中̷ٴ

を行い、ൽ൛レシ集ԑـの定ߣメ⑰ーをシԼֵ教ۜ֍にঝߣ

として提供、؇年度も 12 月、2 月、3 月のシԼֵ教ۜ֍にঝߣに

定ߣメ⑰ーを提供した。̷ٴ者と学生がԼֵやߣと運動に関するߌ

報の共ഋ・共߰することができた。

さらに、1 月のシԼֵ教ۜでは、⑪לяのෝ題と  

なったєʪのൽ൛をேѨするために、学生がєʪをৄ൛

し、̷ٴ者に試ߣしてもらった。学生がৄ൛したことで̷ٴ

者のൽ൛への関心はרくなり、لߣに関する知ۑを深め、

定গさせる֢̀を上げることができた。

îの 2  学ߣを活യした学生とӍඕঁʠのĻŏĦ࣎のかたとの関わり

(ĻŏĦ健康教ۜとのķラŠЛ͜)

プラスち␛ん⑇⑵ーय़෴
⑀ーモンとほうれんࣦの

ク⑵ーム۱

ൽ൛レシ集
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冊子テンプレート

A4 1P（210mm × 297mm )

2024 年 12 月 14 日に߱ئ市೮̈́ڡ公民Ћにて、Լֵ

˟養学科の 3 年生が「ఊ௸ ⊯⊰ おかしづくり体՛」のڗלを

ಳめた。対象は地域にお住まいの成人の方で、1⊃ 名の方

にご̷ٴいた⏸いた。ߣ௮レルーとߣரロスを考えた、

体にも地ѳにもഃしいఊ௸をڊったスキ⑰イ⌱ޢき͏子⌲

づくりとߣ௮レルーの⑪ئלを行った。

さつまいも、か␔ち␛、ૉڊ用の⑲コレートなど

をڊったスキ⑰イを̷ٴ者のさんと一緒に心を

めて丸めてޢいた。

実施֍のンートではࢪ員の方から「大変ಠँ」

とご回੨いた⏸くことができた。ఊ௸のクッキーやパ

ン、おൽ൛も教えてほしい、というご要ౠもいた⏸き、

؇֍の活動のඡみになった。

îの４ 野̈́֠ڡಱ館にて ఊ௸ ⅲⅳ おかしづくり体՛ をۢڞ！

îの� ࠽ࡎ市ɨがѤॶঁにて 健康に関するĨベŷŌに学生が̷ٴ！

２０２４年８月 23 日に開ةされた࠽ࡎ市のɨがѤॶ

地に住むר齢者のかたが集う「ɨがѤみんなの⑀ロン」

において、Լֵ˟養学科の学生が、ॶ地内のר齢者を

対象に「ߣと˟養」、「Լֵと運動」をテーマに、学生が

作成したൽ൛レシ集をもとに身近なلߣを活用した時

७レシのޮͤや、̼でもϺॣにできるストレッにつ

いて実践を֚えながら⑪לяを行った。

をテーマとして˟養バラン「と˟養ߣ」яの前はל

スのとれたߣ生活について説明し、֍は「Լֵと運

動」をテーマに、学生がかけ声や動きの見本をۈしなが

ら、֢̀的なストレッを̷ٴ者に実践してもらった。

11月3日の「ܧのフェスティバル」では、“܊ԤにԼֵ

ʕ持・ࣳ進にプラス！”をテーマに、学生がカルシウムの

݃要性をまとめた⑵ーフレットをଅுしつつ、広い年ह

の༶֫にあったスキム⑪ルクや௸ー⑅をൖ用した࣎

カルシウムқ化のクッキーを作ࡕし、試ߣしてもらった。

また、3 月 15 日には当ॶ地自ͥۃが主ةする「јক

あさ␊」に̷ٴし、Լֵにଅ൴したスイーをୖ、提供

した。対象者の༶֫やԼֵߑपを考൴し、学生自身が

いちからレシを考案した。また、スイーにЎまれる

˟養ࢽについてまとめた⑵ーフレットもଅுし、大変֫த

であった。

作りの時७レシ集܊
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冊子テンプレート

A4 1P（210mm × 297mm )

ࢤ࠴Ͷ͕͜ΖʰψρζʱΝ活༽ͪ͢ৱϫηݰࡡͪΌߨಊร༲ͶؖͤΖϕϫζΥέφ

ৱӭ学科 ຌࣰࣵ

パフェ名 季節の野菜パフェ 秋のフルーツパフェ 人参あんこの和風パフェ

提供日数 3 日間 2 日間 3 日間

販売数

（合計：241 食）
90 食 61 食 90 食

主な特徴
かぼちゃペーストや

大学芋を使用

季節の果物（ぶどう）と

プレーンヨーグルトを使用

埼玉県産野菜（にんじん、さつまいも、ゆず）を

使用した本学オリジナル

ベジフルあんこを使用

パフェの写真

新座市における「ナッジ」を活用した食品ロス削減のための行動変容に関するプロジェクト

生協カフェテリア「秋の食べ切りパフェ祭り」の実施報告

【目的】

食品ロス削減月間（10 月：環境省）にあわせて、大学生を対象に「食べ切り」をテーマとした啓発活動

を展開。学生が主体となり、女子大学生に人気の「パフェ」を使ったイベントを通して、食品ロスの社会的

背景を伝えつつ、日常的な食行動に対する気づきを促すことを目的とした。

参加者には食べ切り行動を促すきっかけ作りや広報活動を実施した。さらに、アンケート調査によるナ

ッジ効果による行動変容の可能性についても検討した。

【イベント実施期間】

2024 年 10 月 16 日～11 月 1 日（食品ロス削減月間）の内 8 日間

【主催】

食物栄養学科有志学生（４年生 12 名） × 生協カフェテリア      （担当教員：鴨下澄子、林綾子、芝崎本実）

◆イベント概要◆

[提供パフェと販売実績（各 30 食限定）] 

生協コラボプロジェクトとし、生協職員と共にプ

ロジェクトメンバーが、パフェの企画や試作、ポス

ター作りなどの打ち合わせを行い、イベントの運営

を行った。パフェグラスやカトラリーの選定、パフェ

の構成などを考え、販売予定数や作業工程などを

考慮し、環境にやさしく、女子大生が好むようなパ

フェを考え、商品化につなげた。

一食３００円（税抜き）とし、30 食/日、10 月の

食品ロス削減月間限定メニューとして販売した。

学生が考案したメニュー（例）

季節の野菜パフェ

ぶどう
バニラアイス
生クリーム
グラノーラ
ブルーベリーソース
プレーンヨーグルト

さくらんぼ
抹茶アイス
ベジフルあんこ
あんず
白玉
あんこ
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冊子テンプレート

A4 1P（210mm × 297mm )

［食べ切り行動を促すためのきっかけ作りや広報活動等］

・3 種類のパフェを食べるとパフェ食べ切りカードにスタンプを押す。

・「食べ切ることができた」→ オリジナルファイルや金券プレゼント！

※2 種で金券 1 枚、3 種で金券 2 枚＋オリジナルファイル。

・フードドライブプラス 2024 の活動内容やボランティア活動についてイ

ンスタを開設し、情報発信した。また、参加者にはステッカーを配布した。

・食卓には啓発 POP を掲示。

イベント告知ポスター

卓上ポスター

パフェ食べ切り

カード フードドライブ 2024

インスタステッカー 学生が考案した A4 サイズファイル

最新の食品ロス削減のデーターを記載した。◆アンケート調査結果◆

・アンケート回収率は 35.6％（配布数 90 名、回答者 32 名）

・回答者の約 87％が「イベントをきっかけに食べ残しを意識するよう

になった」と回答した。

・最も評価が高いパフェは「人参あんこの和風パフェ」（食数・再販希望

ともに上位）であった。

・購入理由は「おいしそうだった」が最多（21 名）。一方で「食品ロス削

減に関心があった」も複数名あった。

・「食品ロス」という言葉や意味を理解している学生が多かった。

・家庭でも『残さず食べる』や『必要な量だけ買う』などの取り組みをし

ている学生が多かった。

・イベントに対する認知率は 74％で、意識啓発効果が

一定数みられたと考えられた。

［今後の展望と課題］

・食材の余剰や再活用方法を検討する。

・カフェテリア利用者へのナッジ効果検証体制を構築する。

・告知ポスターに価格・食材表示の強化を行う。

［謝辞］

イベント実施にあたり、ご協力いただいた生協職員の皆様に深く感謝申し上げます。

食品ロス削減について、何か取り組んでいることは
ありますか？（複数解答）

生協カフェテリアでの販売の様子
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ϓϪϩ༩ͪΌஏҮेࡑ߶ྺंৱࢩԋʤඔັ͚͢ࡠΕΏͤ͏ϟωϣʖҌʥ

ৱӭ学科 Ԯຌઇ子

ઙ地域在住高齢者フレイル予防の活動ઙ

活動内容

新座市では、地域在住高齢者が野火止、東一丁目、東３丁目等の集会所に集まり、週１回自主的体

操教室を開催してフレイル予防の活動を行っています。

岡本ゼミでは、自主的体操教室に通う地域在住高齢者の方々を対象に、年 2 回、身体計測、身体機

能調査、食生活に関するアンケートを行い、美味しく作りやすいメニューを小冊子にまとめて、低栄

養等のフレイル予防の取り組みを行っています。

身体計測、身体機能調査の様子

5ｍ歩行速度 オーラルディアドコキネシス

骨密度測定

下腿周囲長の測定 5 回立ち上がり速度 岡本ゼミ調査員
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高齢者に起こりがちな 4 つの疾病・機能低下の予防レシピ

を考案しました。

① 低栄養 5 品

② 咀嚼力低下予防 5 品

③ 骨粗鬆症予防 5 品

④ 減塩食 5 品

美味しく作りやすいメニューの提案

低栄養予防 咀嚼力低下予防
れんこんと白滝のきんぴら

骨粗鬆症予防 乳和食（豚汁） 減塩食 トマトとブロッコリーのマリネ

鮭の竜田焼きのせうどん

レシピ集

成果

3 月に東一丁目、東 3 丁目集会所にて、身体計測、身体機能

調査の後、今回作成した「高齢者向けレシピ集」を配布致しまし

た。地域在住高齢者の方々には、フレイル予防は日頃の運動習慣

とともに栄養は重要と大変喜ばれました。また、学生たちは、自

分たちが作成した料理レシピを多くの地域在住高齢者の方々に

活用していただきたく、新たなレシピを考案したいと希望に燃え

ていました。
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ஏҮͳ࿊ܠͶΓΖଡ༹ިླྀγϫϱʰΊΞ͵ͽΘͻ˓͘ΔΕʱࣰભ

ਕؔෳࢳ学科 ਕݡ༑子

⇠ Ը᳕ᶃᶙᶲᶞૈ Ყ᳖

ᶑᵾᶺͺᶗ८։ᶞࡹӓᲢࡦᵺᶲᶑᶳᵲᶍᶣ

⇡ Ը᳕ଉˁ᷂άᶇᶲᵶ Ყ᳖

ᷜᷩḖᷬᷓḌᷜᶕᵿᶺᲢ᷊ᷛᷜᷤḆᷕḃ

⇢ Ը᳕ۗച Ყ᳖ߚᶺْᶺᶘߚᶺᶔᶁ

ঁʠᶞుᶞࡦෝᶴᲢঁʠᶞుᵼʤᶗᶘᶓᶖᵽ

ᶏএ᷂ൖയᶇᶖᶞۗച᷂άᶇᶯᶮᶇᶏᲣ

⇣ Ը

ᶺػ̺᳕ Ყ᳖ۭਘᲢᵿᶈ

⇤ Ը

ਧͥᷜᷢḖ᷺Ḍḍނ᳕ Ყ᳖

ᷜᷢḖ᷺Ḍḍ

ঁʠᶞḁ᷺ᷦᶕᵿᶺ

⇥ Ը

᳕ᶰᵻᶇകᶣᲧߡᲹᶚҸ Ყ᳖

ᵺػᶺᶴᷜᷢḖ᷺ḌḍᶗᶟᲢ

ᶢᶽᶠ᷂ݎᶖঁʠᶞుᶛᶄҔඋ

ᵴᶏᶐᵽᶚᵼᶹᲢ֚൪᷂άᶇᶯ

ᶮᶇᶏᲣ

⇝ Ը᳕߱ Ყ᳖

ᷛḆḖ᷿ެᵴᲢ࢛ᷳḏᲢκష

⇞ Ը᳕ᷳḏḖᷢ᷇Ḗ Ყ᳖

ḏ࢛ᷳᶺᲢᷳḏḖᷢ᷇Ḗ᷷ᷮḆᷢᲢߚ࠱

⇟ Ը᳕᳸ᵽᶹᶺ᳖᷍ḍᷛᷭḎ̯άͥᲧ

᳕ᵽᶹᶺ᳸ᶥᶿᶺ᳖˿࣋Ღ࣋Ტ

άᶇᵴ᷺᷋ḍḎ᷸Ḏतٚئל

߱ᶇᵴκᵼֳᵼᶺᲢ⇝ ᷂ড়ᶇᶖάᶇᶱᶮᶇᶏᲣ

⇣ Ը

ᶺػ̺᳕ Ყ᳖ۭਘᲢᵿᶈ

⇤ Ը

ਧͥᷜᷢḖ᷺Ḍḍނ᳕ Ყ᳖

ᷜᷢḖ᷺Ḍḍ

ঁʠᶞḁ᷺ᷦᶕᵿᶺ

⇥ Ը

᳕ᶰᵻᶇകᶣᲧߡᲹᶚҸ Ყ᳖

ᵺػᶺᶴᷜᷢḖ᷺ḌḍᶗᶟᲢ

ᶢᶽᶠ᷂ݎᶖঁʠᶞుᶛᶄҔඋ

ᵴᶏᶐᵽᶚᵼᶹᲢ֚൪᷂άᶇᶯ

ᶮᶇᶏᲣ

⇝⇜ Ը᳕᳸ᵽᶹᶺ ∕√ ҹ͎᳖ػ 

᷒ḎḂ᷿ᷢḖᶕᵿᶺ

κష

⇝⇝ Ը᳕ԧݏᶞܧ Ყ᳖

ͺᶇᶺᶘᶺᲢڨੈ

⇝⇞ Ը᳕᷒ḍᷜḁᷜͥ Ყ᳖ᷧ

ḍߚᶺᲢ᷶Ḗᷗऻͥ

ᶏᵿᶅ᷃ᶞ۴̷ٴᶘάᶇᶰ

ᶃᶘᵼᶗᵽᶮᶇᶏᲣ

⇠ Ը᳕ᶃᶙᶲᶞૈ Ყ᳖

ᶑᵾᶺͺᶗ८։ᶞࡹӓᲢࡦᵺᶲᶑᶳᵲᶍᶣ

⇡ Ը᳕ଉˁ᷂άᶇᶲᵶ Ყ᳖

ᷜᷩḖᷬᷓḌᷜᶕᵿᶺᲢ᷊ᷛᷜᷤḆᷕḃ

⇢ Ը᳕ۗച Ყ᳖ߚᶺْᶺᶘߚᶺᶔᶁ

ঁʠᶞుᶞࡦෝᶴᲢঁʠᶞుᵼʤᶗᶘᶓᶖᵽ

ᶏএ᷂ൖയᶇᶖᶞۗച᷂άᶇᶯᶮᶇᶏᲣ

ओഫ֚ࡅ൪ᷘḐḖ ᶯ᷃ᶚᶞᶢᶽᶠ᳸ᵽᶹᶺ

ᶯ᷃ᶚᶞᶢᶽᶠ᳸ᵽᶹᶺᶟᲢᶐᶼᶗᶲᵼܶᵶѽݨ߈ᶕᵿᶺ᷂ਘᶛᲢ
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冊子テンプレート
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դཱིޮࢤฯ育Ԅʹॉช࣊学Ԅঃ子学 ༣ΞͲ学ʀ୵͢ٽͱ༣ʰ͕͠ΞΈϕϧηʱ

༰児教育学科 ోᬓࢮ

1．「おさんぽ プラス」とは

十文字学園女子大学と朝霞市は、地域連携協定に基づいて共同事業「おさんぽ プラス」を 2023 年度より開始しました。

保育園での散歩に大学の専門性を“プラス”し、地域資源や大学キャンパスを活用した遊びと学びの場を創出することを目的として

います。本事業では、教員・学生・地域住民など多様な主体が連携し、子どもの興味・関心を見取り、引き出し、育む活動を展開して

います。そのため散歩にとどまらず、保育の質向上や保育者養成、小学校との接続といった多角的な教育的な価値を備えています。

2．3 つの「プラス」視点と 2024 年度の目標

「おさんぽ プラス」は以下の 3 つの視点で構成されています。

①おさんぽにプラス

それぞれの子どもたちの知りたい！遊びたい！に応えます。

子どもたちの姿や興味関心について、保育園の先生方と本学教員が語り合います。

そして、本学の専門性と朝霞の地域資源や本学のキャンパスを生かしたおさんぽの内容を考えます。

②毎日の保育にプラス

本学教員が見つめた子どもの姿を先生方へフィードバックし、子どもたちの遊び・学びを深める提案等も行います。

そして、次のおさんぽの内容にも生かしていきます。

③地域と学生にプラス

将来、近隣地域で保育者を目指す学生に実践的な学びの場を提供します。

2024 年度は、2023 年度に引き続き朝霞市本町保育園と共に「おさんぽ プラス」に取り組み、朝霞市立朝霞第六小学校と連携

して、年長児の育ちを小学校へと繋げていく「架け橋」の一つとして、「おさんぽ プラス」を活用することを目的としました。

3．「おさんぽ プラス」から読み解いてきた「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、「保育所保育において育みたい資質・能力が育まれている子どもの具体的な

姿であり、特に卒園を迎える年度の後半に見られるようになる姿」※１です。この具体的な内容は、下記の１０の姿として

保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に共通の内容として示されています。

「健康な心と体」「自立心」「協同性」「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関わり」「思考力の芽生え」

「自然との関わり・生命尊重」「数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性と表現」

2023 年度の「おさんぽ プラス」では、遊びの中で次のような子どもの姿を保育者と大学教員が共に複数回映像を見ることで

子どもたちの興味・関心を捉え、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を読み解いてきました。動画の撮影は幼児教育学科の学

生が担い、映像には学生自身が面白いと感じた遊びが、終わるまで十分に記録されていました。

①言葉遊びと森での遊びの融合

本学の「森」で「へ」と「く」の形をした枝を拾って、「先生は日本語の先生だから、「へ」と「く」の枝をあげるね！」と、年

長児が興味を抱く「だじゃれ」についてお話してくれた文芸文化学科星野祐子先生に枝を渡す姿がありました。言葉や文字へ

の関心の芽は遊びの中にあり、自分で文字を見つけた喜びは、小学校での学びへ向か  

う力にもなるでしょう。

②丸太運びを通じた協同性の発揮

丸太を運びたいと二人の年長児が試行錯誤する中で、あえて反対斜面に丸太を転が

して向きを変えるという友達の考えに気づき、二人で動きを合わせる姿がありました。

また、ドラム缶に切り株を入れて運ぶという友人の発言に反応し、４人で協力し動く

姿もありました。これらの姿からは、「協同性」「思考力の芽生え」「言葉による伝え合 

い」を読み取ることができ、やってみたいと思うことを探求できる遊びの中で十分に発揮されていました。
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この「おさんぽ プラス」は毎日の保育にも変化をもたらし、保育者と本学教員が複数回子どもの姿を語り合ったことは、要録にも

生かされていきました。自ずと子どもたちの小学校以降の学びの接続について語り合いが生じ、より良い「おさんぽ プラス」のあり

方を模索することに繋がりました。

4．遊びから見取った子どもの興味関心とその深まりを小学校以降の学びへつなぐ

上記のようなプロセスを経て、2023 年度末に「おさんぽ プラス」について朝霞市立朝霞第六小学校と共有したことから、

2024 年度は保育者と小学校教諭、本学教員が共に子どもたちを見つめ、遊びと学びについて検討する機会を複数回持つ

ことができました。

5．2024 年度「おさんぽ プラス」を通して見つめた朝霞市立本町保育園の年長児の育ちと「穴」への興味

２０２４年度は１年を通して、朝霞市本町保育園の子どもたちの育ちを見つめました。８月下旬に子どもたちの遊びを観察した時は、

一つのことに集中して取り組むよりも、遊びが次から次へと変わっていく印象を受けました。保育者も子どもの興味関心の深め方や

発想力に課題を感じており、試行錯誤する日々の中で保育記録を見つめ直した保育者が、子どもたちの間で「穴」への興味が様々

に展開していたことに気がつきました。トイレットペーパーの芯を双眼鏡に見立てた時の穴、砂場や築山に掘った穴、モグラの掘った

穴…一つ一つの点であった遊びが、「穴」という興味の気づきによってつながり、一本の線となっていきました。さらに、お味噌作り

を通して抱いた菌やウイルスへの興味からか、「穴」をテーマにおみせやさんごっこを検討するときに、人体の穴に対するイメージが

広がりました。そこで、２月の「おみせやさんごっこ」では、人体の穴をテーマに耳垢とりや耳飾り、鼻毛抜きや鼻くそ取りゲーム

など様々な遊びを考案し、在園児や招待した 2 年生にルールを説明し、共に遊ぶ様子

がみられました。このような育ちを経て、3 月に大学の森で「おさんぽ プラス」を実施

した時には、子どもたちはそれぞれがやってみたい遊びを見つけてじっくりと取り組み、

自分たちで集合の声かけをしてやお弁当の準備も行い、自律性と主体性を発揮してい

ました。切り株での餅つきごっこや木登り、カブトムシの幼虫探しなど、探求心を持続し

ながら自然と深く関わる時間となりました。年長児が広げた「穴」への興味は、年中児

以下の子どもたちにも伝播し、保育園には様々な年齢の子どもたちが掘った穴がボコ

ボコと空いていました。

６．まとめと次年度に向けて  一園一校から始まる保幼小連携を！

朝霞市立朝霞第六小学校の 2 年生がおみせやさんごっこに来たとき、築山の穴を掘り始めた 2 年生の男子がいました。そこへ

年長児がやってきて、一緒に穴を掘り始める姿が見られました。実際の子どもたちの姿を目の前にして、学びの連続性を検討できる

ことこそ、現場の小学校教諭、保育者の実感を伴った保幼小連携になると感じました。「一園一校からはじめよう！」というスローガン

  のもと、現場の教員・保育者の実感を伴った、子どもの姿が見える保幼小連携に「おさんぽ プラス」を通して取り組んでいきたい

  と考えています。

※１ 厚生労働省（編）(2018)保育所保育指針解説.フレーベル館

本通信は、『202４年度 十文字学園女子大学地域連携共同研究所 地域連携推進プロジェクト報告書 朝霞市公立保育園✖十文字学園女子大学 遊んで学ぶ・探
究して遊ぶ「おさんぽ プラス」』を基に作成しています。
プロジェクトメンバー：十文字学園女子大学幼児教育学科 渡邊 孝枝、名達 英詔、横井 紘子、朝霞市本町保育園園長 伊地知 くみ子
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地域児童のヘルスリテラシー向上のための食育支援 

健康栄養学科 徳野裕子 

 

   学校教育におけるヘルスリテラシー向上に関する教育研究 
と児童の身体（心と体）の安定性の向上 

 
学校教育におけるヘルスリテラシー向上に関する教育研究と、児童の身体的・心理的な安定性を 
高めることを目的として実施した活動についてご報告いたします。児童の健康意識を高めることを 
目指し、教員・児童・保護者と連携して行った各プログラムの内容と成果、さらに今後の改善策に 
ついて記載します。 

▶主な活動目的・目標 
＜目的＞ 
本活動の目的は、各教科の授業、給食、特別活動、学級活動など学校教育全体を通じて、児童の 
ヘルスリテラシーを向上させ、心と体の安定性を高めることです。 
 
＜目標＞ 
① 教員、児童、保護者のヘルスリテラシーの状況と、児童の社会的経済的要因、心理的要因、健康的要因との 
関係を明らかにすること 
- 児童には生活習慣や食生活に関するアンケートを実施し、日常生活における健康意識の傾向を把握しました。 
- 保護者にもアンケートをお願いし、家庭環境が児童の健康行動に与える影響について分析しました。 
- 教員へのヒアリングを通じて、授業や特別活動が児童のヘルスリテラシー向上にどのように寄与しているかを 
整理しました。 
- 調査の結果、家庭の社会経済的状況や心理的な要因が児童の健康習慣と密接に関係していることが確認できま 
した。 
② 肥満傾向の児童の現状を把握し、改善策を見つけ、行動変容につながる提案を行うこと 
- 児童の BMIを測定し、肥満傾向にある児童を把握しました。 
- 対象児童に対して、運動や食生活の改善を促す指導を行いました。 
- 食事面では、栄養バランスに配慮したメニューの提案や、家庭でも実践できる工夫を紹介しました。 
- 運動面では、音楽に合わせたダンスやリズムトレーニングなど、楽しみながら運動できるプログラムを提供し 
ました。 
- 活動のふりかえりを行うことで、児童の自己管理意識の向上も確認できました。 
③ 教育的施策の成果を把握するための成果指標の設定を行うこと 
- ヘルスリテラシーに関する知識テストを実施し、活動前後の比較により学習成果を測定しました。 
- 体重や BMIの変化を記録し、健康状態の改善傾向を確認しました。 
- アンケートを通じて、児童の行動変容や意識の変化を把握し、施策の有効性を評価いたしました。 
 
＜活動報告＞ 
1. わかりやすい教材を使うこと 
 図や動画を使って、児童や保護者がもっと楽しく学べるようにします。 
2. 家庭との連携を強めること 
 保護者向けの説明会や、家でできる工夫を紹介し、一緒に取り組めるようにします。 
3. 一人ひとりに合わせた対応をすること 
 必要な児童には個別に目標を立てて、進み具合を見ながらサポートしていきます。 
4. 活動の効果をしっかり見ること 
 今後も成果をはかる方法を工夫し、活動がどのくらい効果があるかを見ていきます。 

これからも、子どもたちの心と体の健康のために、このような活動を続けていきたいと考えています。 
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▶ 2024年度具体的活動報告
  ■5・6年生の給食調査
  学生たちと共に小学校へ訪問して給食中の様子を見学し、実際に盛り付けられた給食を計量し、残食や
  おかわりした人数などを調査しました。また、児童のみなさんに朝食についての聞き取りを行い、
    給食との関連性を評価・考察しました。

■中休みダンス教室
健康栄養学科 飯田路佳教授ご指導のもとで、学生が作成したダンス動画を使用し、「中休みダンス教

室」を 2 学期に開催しました！また、秋の運動会ではダンスの練習成果を披露する時間もいただきまし
た。

■ココフレンドでの食育教室・運動教室
ココフレンド（放課後子ども教室）では、学生が考案した食に関する遊びやエクササイズを、児童

のみなさんと一緒に行いました！
「楽しかった！」「またやりたい！」という声を聞くこともでき、学生も貴重な経験となりまた励みに
もなりました。

ѹ食ৄ؞ 中休みンス教室

ココフレンド
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児童教育学科 星野敦子

生活環境研究所

生活環境研究所 2024 年度の主な活動

①森のプレーパーク（3 回）  場所：十文字の森 のべ参加者数 約 880 人

②宿題応援隊（夏休み学習支援）（新座市内 3 か所で各１回実施）

のべ参加者数 児童 65 名 地域ボランティア 55 名

③不登校支援活動（新座市学習支援センター「とことこぷらすのへや」） 28 回

登録児童生徒数 ２１名 参加のべ人数 １３４名

【行政視察・講演等】 （新座市）新座市教育委員会初任者施設研修、不登校親の会、

民生・児童委員研修会 （埼玉県）県議会文教委員会、富士見市教育委員会 （宮城

県）石巻市議会 （富山県）高岡市議会

（朝霞市）活動報告会「子どもの未来アクション学習会」学生３名による発表

④子育て応援フード・コスメパントリー

・栄 4 丁目たまりば（「まぜこぜたい」と連携）5 回 各 40 世帯

・十文字学園女子大学 （ひとり親多子世帯パントリー）4 回 各 30 世帯

・志木市ペアモール商店会 パントリーイベント 100 世帯

⑤餅つき大会支援活動（2 回）ふるさと新座商店会、栄４丁目商店会

学生ボランティア １４名 ＋ キッチンカー、プラスちゃんくらぶ

とことこぷらすのへや番外編

毎週金曜日１４時から１８時に開室している不登校支

援教室「とことこぷらすのへや」の子どもたちと学生が

子ども縁日でポップコーン屋さんを開きました。

ポップコーンづくり、味付け、接客など、自分たちで役

割分担をして、１つ５０円で販売し、売り上げの一部を

能登半島地震の被害者に寄付しました。

子どもたちが大きく成長した一日となりました。
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宿題応援隊 2024 
町内会のご要望を受けて、2021 年にスタ

ートした夏休みの子どもの居場所です。

3 年目となり市内 3 か所で開催しました。

宿題、工作などをした後は手作りのカレー

ランチ！ 食後はゲームなどで楽しく遊びま

す。学校、社会福祉協議会、民生・児童委

員などが連携しています。

森のプレーパーク

子育て応援パントリー

毎年冬に開催されている十文字の森の冒

険遊び場。児童教育学科と人間福祉学科

の学生が中心となって運営しています。

焼き芋、焼きマシュマロ、竹パンなどおいし

いものもたくさん！ 落ち葉プール、モンキ

ーロープ、焼きビー玉アクセ、竹でっぽうづ

くり、森の工作などいろいろなコーナーが

ありますが遊びを作るのはこどもたちで

す。

栄４丁目商店会、大学、志木市内と３

か所で開催している子育て支援活動

です。

大学ではひとり親支援をしています。

支援品のお渡しだけでなく、子どもの

遊び支援、カフェコーナーなどゆっくり

と過ごしていただけるよう学生たちが

工夫しています。
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